
　私は川内村に魅了され、村の特産品を使ったそば粉ワッフル販
売を2019年3月に起業しました。現在は範囲をあぶくま地域全
域に広げ、地域の食材を活かした新商品を県内のシェフ監修の
もと開発し、クラウドファンディングで購入させていただいたキッ
チンカーを使って全国を周る準備をしています。
　国内外様 な々場所を旅してきた私が最後に帰ってきたくなった
あぶくま地域の食と人の魅力で多くの方を笑顔にしていきます。
　出店依頼は随時募集中、出店情報は各SNSで公開しています。
　「Kokage Kitchen」で検索ください。よろしくお願いします！

　2014年から福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会の主
催により開催されている8町村の子どもたちが主役のサミット。
　子どもたちはふだんの学習で地域のみなさんの協力を得なが
ら、自分たちのふるさとの特色を学んでいます。それだけでなく、そ
れをどうやって多くの人に伝えるか、ふるさとの課題をどう解決し
ていくか？を考え、まとめあげ、このサミットで発表します。どの学
校も趣向を凝らし、見ごたえのある発表をしていました。

　1月19日、楢葉町のJヴィレッジにおいて漫画家の弘兼憲
史氏にご講演いただきました。
　団塊の世代の群像をリアルに描いた「課長島耕作」は
1990年代社会現象になるほど、人気を博した漫画。弘兼さ
んは、島耕作のシナリオを使ってプレゼンテーションし、氏の
故郷・山口県で復興支援に取り組んだエピソードなど交えな
がら地域活性化策について語りました。また、介護、遺伝子操
作、国際リニアコライダーなど日本の未来について熱く持論を
展開し、集まった160名の参加者は熱心に聞きいりました。

Kokage Kitchen 大島草太
12月14日第6回双葉郡
ふるさと創造学サミット
が開催されました

https://www.fipo.or.jp/htc/star/vol02.html 

　南相馬市といえば「野馬追」。では同市の食と農については何をイメージするでしょう
か。「これといったイメージが浮かばない」という人が、市内・相双の方であっても少なく
ないのが実情かもしれません。一方、農業現場では震災・原子力災害を乗り越えるべく
さまざまなチャレンジが始まっています。従来からのコメやブロッコリーに加え、タマネギ
やロマネスコなどの新たな品目の産地形成が図られていますし、多珂あま酒や小高一
味をはじめとした農業者・市民による加工品開発も広がりをみせています。こうした現

場のチャレンジを後押しするために立ち上がったのが、私も委員として参画した南相馬市6次産業化・地産地
消実行協議会です。そこで目指すのは、多彩な農産物・食品の魅力を合わせて「南相馬ブランド」を育むこと、
人びとに「南相馬市＝“美味しい”」と思ってもらうことです。このためには観光部門との連携や直売所の有効活
用などの取り組みを着実に進めていくことが大切です。また食農学類が有する研究資源や若い学生たちの発
想・アイデアにも期待が寄せられています。

　1/25(土)に楢葉町のみんなの交流館ならはCANvasに
て、学習院女子大学の品川明教授を招き、食育ワークショッ
プ「フードコンシャスネス講座」を開催しました。フードコン
シャスネスとは、五感と心を育み、食を積極的に意識すること
です。自治体関係者や栄養士、子育て中のママなどが参加し、
五感と心で食べる味わい教育について学びました。参加者か
らは、それぞれの立場で業務に活かせるとの感想が得られ、
今後の活動への意識向上につながりました。

南相馬市における食と農のブランド形成に向けたチャレンジ食
農
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WITH US

執筆者／食農学類　農業経営学コース准教授  則藤 孝志 Norito Takashi

　南相馬市では、交流人口の拡大を図り復興・再生を加速化するため、多くの大学等が市内での現地調査や研究を活発に
行えるよう活動支援を行っています。具体的には、市内での活動の際のシェアオフィス、レンタカーの無料貸し出しや宿泊費
の助成、地域とのコーディネート等を行っています。昨年度は４０大学、延べ６００人を超える大学生等が訪れ、地域の課題
解決に向けたスタディツアーや地域資源を活かし新たな価値を生み出すプロジェクト、地域サロンでの高齢者向けの企画
立案・実施等、地域の方 と々の交流をとおした様々な活動が行われました。
　昨年度より、地域と大学等とを結ぶコーディネーターを１名増やし、２名体制で事業を推進しています。震災以降、当市で
は生産年齢人口の減少、空き家・空き地の増加、旧避難指示区域の再生など、様々な課題を抱えていますが、地域と大学等
が連携することで、地域全体が少しでも前に進めるよう今後も積極的に支援していきます。

地域と大学等とをつなぐ
「みなみそうま復興大学事業」
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県内外様々なイベントに出店しております。
出店依頼も募集中です。

畜産学特別実習の搾乳：宇都宮大学にて
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農業体験

サロンでの歌
声披露

沿岸部視察

地元タマネギを使用した野間土手カ
レー（キッチンカーで販売）（2019年
1月、試食会にて筆者撮影）

食育ワークショップ
「フードコンシャスネス講座」

特別講演会
「島耕作からみる地方創生とは｣

みなみそうま復興大学オフィス／南相馬市原町区旭町1-8　TEL：0244-23-5511（担当：田仲）

なみえ創成中学校：参加者と
浪江について考える
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の
整備

地域復興
支援

「相双の風」は、相双地域の今と、福島大学うつくしまふくしま未来支援セ
ンター（FURE）相双地域支援サテライトの地域復興に向けた取組みを紹
介するニュースレターです。相双地域支援サテライトは被災地域と福島大
学をつなぐ現地拠点として、地域再生を目指す支援活動を行っています。
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FURE 相双地域支援サテライトの活動



　川内村出身の及川秋
奈さんは、開業前に軽井
沢などのベーカリーで修業をし、「地元の人が気軽に立ち寄れる
店」を目指し、2019年４月にオープンしました。焼き立ての香りで
溢れる店内にはイートインを併設。村外から訪ねてくるお客さんも
多く、店内は憩いの場にもなっています。また、地元産の食材を使
用するなど、地域の発展に貢献されています。

　村で開店して半世紀、震災を乗り越え、現在は家族4人で経営し
ている石井食堂。“財布に優しい大盛メニュー”は、村外でも知ら
れ、特に、チャーハンを求めて県外からも著名人が多く来店してい
ます。震災の避難先での人とのつながりから、会津産のコシヒカリ
を提供しています。また、平日の昼食時間になると、お客様で席が
いっぱいになり、テイクアウトの弁当セットも盛況！地域の発展や
復興に従事する方々の原動力となっています。

　飯舘村の復興拠点となる深谷地区に色鮮やかなトレーラーハウ
スがあるのをご存じでしょうか？帰村した住民と新しく加わった移
住者・若者の世代間交流を目的に設置されています。
　先日この場所を利用し、村内で撮影された写真展示や参加者自
らが飲食を持参するモチヨルバルが地域おこし協力隊主催で開催
され、当日は様々な方が集い楽しい空間と
なりました。
　当日の様子をインスタグラムで発信して
いますので是非ご覧ください。

　地域内外との交流拡大や地域の活性化と賑わい創出を目的と
して、平成31年１月末にOPENした復興拠点施設。ここには地場
産品の並ぶマルシェや、地元出身者が営むカフェに食堂、サーフ
ショップが入店しています。その他にも、天候に左右されることなく
遊べる屋内遊び場や子育てサロンなど、どなたでも自由にお使いい
ただけるようになっています。出会いと再会、笑顔のあふれる「小高
交流センター」に是非お越しください。

　田村市常葉町で、住民主体の支え合い活動をしている「支え合う
地域を考えるチームときわ」（会長：白岩美智江さん）では、毎月第３日
曜に町内の集会所等で街カフェを開催し、健康体操、語り部、紙芝居
などを行っています。３年前から移動型サロンとして始め、子どもから
お年寄りまで幅広い年代の住民が参加し、多世代の交流や見守りの
場になっています。また、昼食を含めた街カフェ“ひるどき”を月１回開催
し、食事と会話を楽しみながら過ごす地域の集いの場になっています。

　昨年9月に開催されたイベント「ひろの
アートキャンプ」で、アーティストが創る駄
菓子屋兼子供の秘密基地として「ヒロノ
ベース」がイベント期間中2日間限定で
オープンされました。
　多くの作品を子供たちと制作することができ、特にライブペイン
ティングでは、風車の外壁にアート作家のRoamCouch（ロームカ
ウチ）さんと子供たちとで、インパクトのあるスプレーアートを壁一
面に作成。この壁画は、町の活力を高めていくシンボルとして保存
されることになりました。

ぶどうの夢を、
町にプレゼント

▶定休日／第1・3・5の火曜日、毎水曜日
▶営業時間／10：00～17：00（14：00～15：00間は準備中）
▶TEL.0240-23-7176
▶川内村大字上川内字早渡11－33（かわうちの湯近く）

　若い世代に共鳴できるテレビＣＭが完成し12月から放映されて
います。朝焼けを前に深呼吸するサーファー、夕焼けを背景にいい
風そよぐ女性。多くの思いが込められた風、楢葉にはどんないい風
がそよぐのだろうか。実は、企画
や出演は町民が行い6月にス
タートし10月に撮影しました。
CMが起こす波紋をプロジェクト
メンバーは楽しみにしています。

　（一社）とみおかワインドメーヌ会長の遠藤秀
文氏は、平成28年「ワイン産業は、まちづくりの
一環として新たな産業となる」と、有志をつのり
前身のとみおかワイン葡萄栽培クラブを設立、小
浜栽培圃場・下千里栽培圃場で試験栽培を始め
ました。平成28年358本、29年200本、30年337
本、31年787本を植付けてきました。栽培を始めて3年余、昨年秋
に初収穫を迎えることができ、山梨県勝沼で試験醸造をしていま
す。多くの協力者は、年明けに届くワインを楽しみにしています。

▶葛尾村大字落合字西ノ内10-1／TEL.0240-29-2030
▶食堂11：00～18：30／売店7：30～19：30（日曜日定休）

▶小高交流センター（月曜休館日）
▶南相馬市小高区本町2-28／TEL.0244-32-1124

▶問合先：田村市高齢福祉課／TEL.0247-82-1115

　うけどんは大堀相馬焼の丼に入った
お米の妖精。請戸川を遡上するサケの
帽子をかぶり、髪の毛はイクラ。もとも
とは、全国に避難した町民の皆さんに
配布したタブレットのキャラクターでし
たが、町民からの人気が高く、2018年
10月に町公式のキャラクターに就任
し、ツイッターで町の現状や復興状況を広く発信したり様 な々活動を
行っています。昨年12月開催の「ゆるキャラ®グランプリ2019」に初挑
戦し、全国35位、福島県内1位となりました。浪江町復興の道を一緒
に歩んできたキャラクターうけどん！これからも注目してくださいね。

　2019年4月に一部避難指示解除となった大熊町。大川原地区
と中屋敷地区では町民の方々が日々の暮らしを再開しています。
　『大川原LIFE』では、住んでいるからこそ分かる情報を届けよう
と、役場の若手職員有志で構成される“ふるさと未来会議”が作成
しています。町の広報誌に合わせ毎月発行され避難先で生活する
町民の方々へ届けられています。また、町内の大熊食堂に設置され
ている他、近隣地域でも話題になり楢葉町「ならはCANvas」、富
岡町「ふたばいんふぉ」でも見ることができます。見かけた際は是非
手に取ってご覧ください♪

　1月11、12日の両日、昨年に引き続き、いわき市にある県営復興
住宅勿来酒井団地敷地内イベント広場で開催。近隣住民の方に
加え、福島市や郡山市などから見学者送迎バスで来場した多くの
町民で賑わいました。出店や民俗芸能、大道芸などの出し物を楽し
んだ来場者にはたくさんの笑顔が見られました。消防団のみなさん
はさらし姿でダルマ神輿をかついで会場内を練り歩き、威勢のよい
掛け声で、家内安全や復興の祈願をしました。

数 の々著名人のサイン色紙の前で。
（右から）人気店を切り盛りする石井兄弟（秀昭さん、貴裕さん）と女将さん

大川原の情報を発信する
『大川原LIFE』が完成

イメージアップキャラクター
「うけどん」大活躍！

石井食堂
昔からお客様ファースト 出会いと再会

笑顔のあふれる復興拠点施設

とんや祭
冬の第一弾・星空観察会

　山木屋は星がきれいです。とんやの郷では山木屋ならではの冬の
イベント・星空観察会を1月25日（土）、天文情報センター特任教授
の大石雅寿先生を講師に迎え開催。大石先生に冬の星空について
わかりやすく楽しく解説をしていただいた後、星を眺めました。寒い
中の観察でしたが、美しい星々に参加のみなさんは大満足でした！

新春恒例
双葉町ダルマ市 

二ツ沼総合公園に
巨大スプレーアートが登場

ベーカリーリヴィエール
（BAKERY RIVIERE）

巡回移動型のサロン“街カフェ” 
 「支え合う地域を
考えるチームときわ」 

新しく生まれる
交流の場
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〜12市町村に、今ふく風をご紹介〜

こちらからも
飯舘村の写真
が見られます
▶▶▶

こちらからCMが
視聴できます

ならは Ch.
楢葉町公式チャンネル

深呼吸をしたくなる町　
ならは　
あ、いい風

公式サイト
「うけどん広場」

公式ツイッター
「うけどんツイッター」

ご当地ナンバープレートの
デザインにもなっているよ！店長の及川秋奈さん 街カフェ“ひるどき” 歌とゲームを楽しむ様子

最新情報は
こちらから
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